
【バーチャルホスピタルで実現する医療のイメージ】
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ヘルスケア分野
医療従事者も！

市民も！ＩＣＴでみんながうれしい

「健康最先端都市」の実現を目指します

事業イメージ①　医療機関滞在１５分プロジェクト

事業イメージ②　地域全体で一つの病院となるバーチャルホスピタル

　事業イメージ④

　個人に属する医療データの活用
事業イメージ③　介護・高齢者への

デジタル介護予防の実現

「具合が悪くて病院に行ったのに待ち時間が長い」を解決！

●病院の予約も移動も診察も会計も薬をもらうのも、全て効率

化し通院がもっと便利になります

具合が悪いけれど、この症状ならどの病院に行ったらいいの…？　 そんなときは！

●バーチャルホスピタルでは、体調不良の原因を予想して、専門の医師をＡＩが紹介してくれ

るので、最適な医師を選ぶことができます

「介護って大変だけれども、ＩＣＴを使って

負担が軽くなったり、予防ができたりしない

の?」と思ったことはありませんか？

●病気や介護状態にならないように、予防

医療や介護予防に力を入れ、市民の皆さん

の健康寿命を伸ばします

●本人の同意に基づいて、ほかの病院の受

診情報や処方された薬の情報、健康診断の

結果など、各所でばらばらに管理されてい

る個人の健康・医療のデータを一気通貫で

活用できるようにします。病気の履歴や飲

んでいる薬の情報、ヘルスケアのデータも

しっかりと記録できます 要介護リスクに関する情報の可視化、

予防対策による高齢者の生活の質の向上

　認知症を採血などによるデータから予測する仕

組みを開発し実証していきます。認知症のリスク

が高い人へは、早期に対策を行っていきます

ＩｏＴ技術の活用による介護従事者支援

　ロボットやＩｏＴ機器などを活用し、介護従事者

の負担を軽減して、満足感や達成感を得られる職

場づくりを進めます

都市ＯＳとの情報連携による家族介護者の支援

　家族介護者に都市ＯＳなどを介した情報共有を

し、孤立しがちな介護者をサポートします

▼都市ＯＳ…サービスを提供するための、データを分析・活用

するためのプラットフォーム。本市でいう「会津若松＋
プラス

」

予約・事前問診

医療の

データベース

ドクターインデックス

●自宅でスマートフォンなどから

　　　予約し、問診票も入力します

●バスやタクシーなどと連携して、

　　　　　　病院までの移動が楽に

●待ち時間がほとんどなく診療開始

　　　　※診療科によって異なる

●会計に並ばなくても自動で決済が

　完了。受診後、すぐに帰宅できる

●デジタル処方箋が薬局へ

　　　　薬が自宅へ郵送される

移動

病院診療

決済

調剤・医薬品処方
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受診したい病院や診療

科、日時などを予約し、

事前問診することで、

患者と医師の負担を軽

減します

診療時間にちょうど間

に合うようにタクシー

を自動手配したり、バ

スの時間を案内したり

します

地域の医療従事者

予防・治療

日々のデータも

治療に活用

スマートウォッチや最新の医療センサ

ーを通じて心拍数などのデータを収集

デ
ー
タ
収
集

指定 評価を含めた

詳細情報を登録

ＡＩがデータを分析して地域内か

らその病気に合った専門の医師

や病院を教えてくれる

　　必要に

応じて受診

閲覧・

　選択

主治医

地域住民

その他近隣の

医師
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